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【序】ベンゼンの 1,3,5 位にテトラデシルアミド基を導

入したベンゼントリアミド (BTA)は 60 ~ 209 ℃の幅広い

温度領域でデスコティックヘキサゴナルカラムナー相

(Colh)を形成する。また、TBA が Colh を形成している時

に電場を印加すると、アミド基の分極反転が起こり電場―分極曲線に強誘電体に特

徴的なヒステリシスが見られる。 [1 ] 更に、TBA はゲル化能を有し、キセロゲルで

ナノファイバーを形成可能である。一方、ベンゼンよりも 電子が拡張したピレン

は、エキシマー発光として知られる濃度に依存した蛍光変化を示す。そこで本研究

では、ピレンにテトラデシルアミド基を導入した新規化合物 1 の合成を行い、液晶

性・誘電物性・溶液中での会合挙動・光物性・ゲル化能に関する検討を行った。結

果、分子 1 の高い分子会合能と多重機能性が明らかとなったので報告する。  

【実験】既報の方法に従ってピレンテトラカルボン酸を生成し、 [2 ]  これを酸塩化

物とした後にテトラデシルアミンを加えることで分子 1 を作製した。DSC、偏光顕

微鏡（POM）観測、XRD で液晶相の同定を行った。誘電率の温度―周波数依存性と

電場―分極（P-E）測定は、ITO 基板を用いたサンドイッチ型電極構造を用いて測定

した。クロロホムル中での会合挙動および光物性については、UV-vis、蛍光、 IR ス

ペクトルと蛍光寿命測定を行った。また、ナノファイバーの形成については、分子

1 のヘキサン溶液をマイカ基板にキャストし、AFM を用いて観察した。  

【結果・考察】DSC の結果から 300 K 付近でピークが出現し、また POM 観測およ

び XRD 測定から、これが固相－Colh 相転移である事が確認された。BTA と同様の

液晶相が出現したことから、アルキルアミド基間の分子間水素結合によるカラムナ

ー構造の形成が予測される。誘電率の温度―周波数依存の誘電率では、固相－Colh
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相転移付近に大きな変化は見られなかった。一方、P-E

曲線では 393 K 以上の温度域でヒステリシスが出現し、

強誘電性が確認された (Fig. 1)。これは BTA 同様に、アル

キルアミド基の分子間水素結合に起因する分極反転によ

り強誘電性が実現したと考えられる。  

分子 1 の光物性を、濃度依存の観点から無置換ピレン

と比較した。吸光スペクトルの濃度依存性には変化が見

られなかったが、蛍光スペクトルに大きな変化が見られ

た  (Fig. 2)。ピレン同様に、低濃度下におけるモノマー

発光 (~400 nm)と高濃度下におけるエキシマー発光 (~500 

nm)が観測された。分子 1 のエキシマー発光は無置換ピ

レンよりも 1000 倍薄い濃度で生じた。液中 IR スペクト

ルの測定から、アルキルアミド基間の分子間水素結合に

よる会合体の存在が示された事から、分子 1 は分子間水

素結合による強い会合能を有すると考えられる。また、

濃度の増加に伴いエキシマー発光にレッドシフトが確認

された（Fig. 3 右プロット）。これは、エキシマー発光の

蛍光寿命と対応している事から  (Fig. 3 左プロット )、濃

度に依存したピレン分子間の π－π 相互作用の変化が示

唆される。  

分子 1 は、ヘキサン・シクロヘキサン・ベンゼン・ト

ルエンで、いずれも透明で黄緑色のオルガノゲルを形成

した。また、シクロヘキサンゲルの POM 観測では、リ

オトロピック液晶の形成が確認できた。マイカ基板上に

分子 1 のヘキサン溶液を用いてスピンコート膜を作製し

AFM 観察を行ったところ、ナノファイバーの形成が確認

された  (Fig. 4)。  
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Fig. 1 P-E 曲線 (0.5 Hz) 

Fig. 2 蛍光スペクトル  

(in CHCl3) 

Fig. 3 蛍光寿命 (左プロ

ット )と最大蛍光波長の

濃度依存性 (右プロット ) 

Fig. 4  AFM 画像  

（2.0 x 2.0 m
2）  


